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あとがき

　『老子』に「學を爲せば、日々に益し、道を爲せば、日々に損す」という言葉があ
る。これは、「學問の過程では、一日一日と、知識が積み重ねられていくが、求道の
過程では、一日一日と、私欲や雜念などが削ぎ落とされていく」といった意味で受け
取られる言葉であろう。しかし、私は、「いかなる營爲も「道」とは無緣でなく、そ
うであれば、學問を通じても「道」を極めることができるに違いない」と信じている。
　この信念に支えられて、宋元版大藏經について、かれこれ十年近く學びながら、硏
究ノートを積み上げていくうちに、一册にまとめて公刊することを願うようになった。
その理由の一つは、關連分野には初學者向けの入門書はあるが、專門書はまだ少ない、
という現狀を打開する必要がある、と感じていたからである。しかしながら、雜多と
した硏究ノートを體系的な專門書にまで仕上げる道程は、決して樂ではなかった。
　あまりにも苦しかったので、著書の刊行を斷念しようとしたことがある。そこで、
師匠に、「こんな基礎硏究を續けて本にしても、意味がないのでは」と愚癡を零した
ところ、「他人に散々苦勞させておきながら、今さら止めるとは、何だ」、「この硏究
に意味があるかどうかは、君自身が判斷することではないだろう」と電話越しに叱ら
れた。師匠によると、私の硏究活動は、商店街の中で細々と、だけど每日休むことな
く店を開く豆腐屋さんのようなもので、豆腐屋さんがなくても、世閒樣は困らないが、
逆に言うと、あっても困らないものだそうである。結局、修行を續け、「豆腐作り」
を極める以外に、私の道はない、ということだろう。
　勉強も語學も、どれ一つ滿足にできてきたわけではないが、これまで周りから助け
てもらいながら、自分で定めた目標に向かって猪突猛進して、氣が付けば、現在地
に辿り着いていた。長年、仕込んできた「お豆腐」が、何とか、仕上がりそうであ
る。この道を進んでこられたのは、時には嚴しい師匠の導き、良き先生と畏友に惠ま
れ、多大な御指導と御支援を頂けたからである。長年に亙り御指導下さった栗山明髙
師（眞言宗豐山派寶光院住職）、諸先生方、學友の皆樣に、心よりの感謝を申し上げた
い。
　また、本書の刊行に際して、株式會社法藏館の今西智久編集長には、企畫の段階か
ら相談に乘って頂き、校正など、諸方面にわたり、御盡力を頂いた。本書に寫眞揭載
及び轉載するに當たっては、文化庁、宮内廳書陵部、淺草寺、增上寺、岩屋寺、高山
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寺、東福寺、般若寺、喜多院、嵯峨淸凉寺、靜嘉堂文庫、町田市立國際版畫美術館、
大谷大學圖書館（博物館）、早稻田大學圖書館、京都国立博物館、國際佛敎學大學院
大學日本古寫經硏究所、ドイツ・バイエルン州立図書館（Bavarian State Library）、中
国国家図書館、雲南省図書館、韓国中央博物館、湖林博物館等から御協力を賜った。
倂せて、調査・閲覽に際して、多大な御便宜を圖って下さった各機關・寺院、並びに
諸先生方に、厚く、御禮を申し上げる。
　最後に、本書は、日本學術振興會科學硏究費助成事業・基盤硏究（C）「元代官版大
藏經の總合的硏究と大藏經系譜論の再考」（課題番號：22K00060、2022～2025 年度）の
助成を受けて進めてきた硏究の成果を集成したものであり、同科硏費の硏究成果報告
書を兼ねている。

� 2026 年 2 ⺼ 28 日
� 池　 麗 梅
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